
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 趣 旨 

 

少子化がいっそうすすみ、子ども・子育てにかかる課題も多様化しているこんにちの社会環境の

なか、国では「すべての子どもへの良質な成育環境を保障し、子どもを大切にする社会」をめざす

『子ども・子育て新システム』の検討がすすめられ、また、地方においてもさまざまな子育て支援

施策が打ち出されています。しかし、それらの施策を具現化するうえでの根底となる、子どもの育

ちや子育て支援に関するあるべき理念や考え方は必ずしも明確にされておらず、また、さまざまな

支援を行う関係者等においてもその共通理解が図られていない現状があります。 

そこで、子ども・子育てに関わる多分野の者が集い、「子ども・子育て支援の理念、考え方」を

築きあげ共通理解を深めるとともに、望ましい子どもの育ちを保障し、子育て環境を創造するため

にどのような取り組み実践を行い、政策課題につないでいくかについて、ともに考えあうフォーラ

ムを開催します。 

 

2．主 催   社会福祉法人 全国社会福祉協議会 

 

3．共 催 

全国保育協議会 全国保育士会 全国児童養護施設協議会 全国乳児福祉協議会 全国母子生

活支援施設協議会 

 

4．後援（予定）  

全国里親会 全国情緒障害児短期治療施設協議会 全国児童自立支援施設協議会 全国自立援助

ホーム連絡協議会 全国児童家庭支援センター協議会 全国学童保育連絡協議会 ＮＰＯ法人子

育てひろば全国連絡協議会 

 

5．日 時    平成24年1月16日（月） 

 

6．定 員     250人 

 

7．参加対象  全国の児童福祉施設関係者や社会福祉協議会関係者等子ども家庭福祉を推進する

機関・団体等関係者、マスコミ関係者、子ども・子育てに関心のある方 等 

 

8．参 加 費   ２,０００円（資料代） 

 

 

““子子どどももがが真真んん中中””子子どどもも家家庭庭フフォォーーララムム  

～～いいまま私私たたちちはは、、いいかかにに子子どどももをを育育てて、、  

望望ままししいい子子育育てて環環境境をを創創造造すするるかか～～  

 



9．会 場   全社協・灘尾ホール 

（〒100-8980 東京都千代田区霞が関３－３－２  新霞が関ビルLB階） 

 

10．内 容 

 10：30      開会 

          （あいさつ：全国社会福祉協議会） 

 

 10：40～12：20  連続レポート 

「福祉関係者が描く、子どもを守り育む社会づくりのために大切にすべき共通理念とは」 

 

児童福祉の各分野における団体・実践者が、子育て支援をめぐる個々の現状課題のなか

で、いかに子ども・子育て支援のための理念や思いを描き、その実現に向けていかに実践

に反映させているかを共有する。 

   ●全国保育協議会 

   ●全国保育士会 

   ●全国児童養護施設協議会 

   ●全国乳児福祉施設協議会 

   ●全国母子生活支援施設協議会 

   ●全国学童保育連絡協議会 

   ●ＮＰＯ法人子育てひろば全国連絡協議会 

      ［コーディネーター］ 

 山縣 文治 氏【大阪市立大学 教授】 

 

 12：20～13：10  昼食休憩（50分間） 

 

 13：10～15：35  シンポジウム 

     「これからの子どもの育ちと子育て環境のあるべき姿と、その実現に向けて」 

 

子ども・子育てをめぐるさまざまな課題が生じているなか、私たち関係者は、今後ある

べき子どもの育ち・子育て環境をどのように捉え、その実現のために何をなすべきか。ま

た、そのために構築されるべき施策は何か等について、様々な分野の実践者の想いと具体

的実践をもとに検証する。 

また、フォーラム参加者からも「子ども・子育てにとっての理想と考える社会と、その

実現に向けて必要なこと」の声を集め、紹介し、会場一丸となってともに考えあう。 

 

[シンポジスト] 

成瀬 裕二  氏【熊本県合志市社会福祉協議会 事務局長】 

天野 ひかり 氏【ＮＰＯ法人 親子コミュニケーションラボ 代表】 

鮎京 眞知子 氏【社会福祉法人  

子どもの虐待防止センター理事・施設長 弁護士】 

榊原 智子  氏【㈱読売新聞社 生活情報部 記者】 

    ［コーディネーター］ 

        山縣 文治 氏 【大阪市立大学 教授】 



 15：35～15：40  “子どもが真ん中”こども家庭フォーラム アピール！ 

 

 

 

 

 15：40     閉会 

 

 

11．参加申込・締め切り 

別紙「参加申込書」に必要事項を記入のうえ、名鉄観光サービス株式会社新霞が関支店㈱までＦ

ＡＸ等にてお申し込みください（ 締切日前であっても、定員になった場合は締め切ることがあります）。 

【申込期日】平成24年1月10日（火） 

【申込先 】名鉄観光サービス㈱新霞が関支店（担当：波多野） 

ＦＡＸ ０３-３５９５-１１１９  ＴＥＬ ０３-３５９５-１１２１  

〒100-0013 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビルＬＢ階   

 

12．フォーラムに関する問合せ先 

  全国社会福祉協議会・児童福祉部／担当：武田、宮崎、今井、藤咲、高柳 

   〒100-8980 東京都千代田区霞が関３－３－２ 新霞が関ビル内 

TEL 03-3581-6503    FAX 03-3581-6509 

 

【会場地図】 

 

 

【アクセス】・地下鉄銀座線「虎ノ門駅」５番出口より徒歩５分 

・地下鉄千代田線／丸の内線／日比谷線「霞ヶ関駅」A13番出口より徒歩８分 

本フォーラムとして、社会全体に向け、望ましい子育て・子育ち環境と子どもを大切

にする社会づくりにむけて、その優先的実現のために確認しあう理念等についてアピー

ルをとりまとめ、発信する。 



 

“子どもが真ん中”子ども家庭フォーラム 
参加・昼食 申込書 

申込締切日平成 24 年 1 月 10 日（火）  定員に達した時点で締切とさせていただきます。 
 

【お申し込み先】   FAX 03-3595-1119 
名鉄観光ｻｰﾋﾞｽ㈱ 新霞が関支店 担当：波多野 〒100-0013 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ﾋﾞﾙ TEL:03-3595-1121 

都 道 府 県 ・ 
指 定 都 市 名  申込日     月       日 

ふ り が な  

所  属 
 
種別協・ 
社協等の 
区分 

□全国保育協議会 
□全国保育士会 
□全国児童養護施設協議会 
□全国乳児福祉協議会 
□全国母子生活支援施設協議会 
□都道府県・指定都市・市区町村社会福祉協議会 
□その他 
（具体的に                       ） 
 

氏   名 

 

勤 務 先 

（施設名等） 

 

 
役 職 名  

連絡先住所等 
（勤務先住所等） 

 

必要時の連絡先 

となります 

〒 ※郵便番号・住所は正確にご記入ください。 

住  所 

TEL FAX 
申込担当者名 

（連絡先） 

昼     食 
（1/16 ﾌｫｰﾗﾑ当日） □ 申し込みます     □ 申し込みません 

お弁当 1,000 円 お茶付 消費税込 

事前に送付する券と引き換えに、当日お渡しします 

◆締切日以降に参加券および参加費等の振込依頼書をお送りします。到着後ご送金手続きをお願いします。 
◆変更・取消が生じた場合は本申込書を変更箇所がわかるよう訂正の上再度ご送信ください。 
 

下記テーマについて、ご参加のみなさまの声をお聞かせください 
 
あなたが考える、子どもを大切にする社会、または子育てしやすい理想の社会と

はどんな社会ですか？また、それを実現するために何が必要だと考えますか？ 
 

◆お寄せいただいた声は、本フォーラムのシンポジウムにその内容を紹介させていただく場合があります。 
また一部を、当日会場のホールロビーに掲載いたします。 

※掲載を望まれない方（あるいは匿名とされたい方）は、その旨をご記入ください。

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
--------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上記テーマについての意見記入欄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この意見の、シンポジウムでの紹介やロビー掲示について、□にレ印をお付けください。 

□紹介・掲示してよい（氏名・勤務先とも） □匿名扱いであれば紹介・掲示してよい □紹介・掲示はしないでほしい 

該当□にレ印を付

けてください（必須） 


